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一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

国
有
財
産
を
新
た
に
台
帳
に
登
録
す
る
場
合
に
は
、
国
有
財
産
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
。
以

下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
例
え
ば
購
入
に
係
る
も
の
は
購
入
価
格
を
登
録
す
る
等
、
原 

ば
、
そ
の
作
業
は
多
大
な
事
務
量
及
び
経
費
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。 

則
と
し
て
取
得
価
格
に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
有
財
産
の
台
帳
価
格
に
つ
い
て
は
、
施
行
令
第
二
十
三

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
五
年
ご
と
に
、
国
有
財
産
の
評
価
替
え
を
行
っ
た
上
で
改
定
し
て
お
り
、
極
力
時
価
を
反
映
さ
せ
る

よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
今
後
の
国
有
財
産
の
台
帳
価
格
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
一
層
時
価
を
反
映
し
た
台
帳
価
格
と
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
。 

種
々
の
態
様
を
も
つ
膨
大
な
国
有
財
産
に
つ
い
て
、
例
え
ば
毎
年
時
価
評
価
し
、
台
帳
価
格
を
改
定
す
る
こ
と
と
す
れ 

衆
議
院
議
員
笹
木
竜
三
君
提
出
国
有
財
産
の
評
価
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

 

四 

国
有
財
産
の
台
帳
価
格
の
改
定
は
、
各
省
各
庁
の
各
部
局
に
わ
た
る
広
範
な
事
務
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
改
定
以
外
の
事

務
と
の
区
別
及
び
評
価
に
要
す
る
時
間
の
推
計
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
御
指
摘
の
時
間
及
び
コ
ス
ト
を
計
算
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。 


